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憲法が輝く 

兵庫県政を 

つくる会 
ＴＥＬ 078-512-1571  

ＦＡＸ 078-512-1575 

 「兵庫県を変える」 第３１号 ２０１７年６月１日（１） 

ミ
ニ
リ
ー
フ
・
ワ
ン
コ
イ
ン
袋
を

使
っ
て
こ
れ
ま
で
の
枠
を
打
ち
破
る

対
話
活
動
を 

知
事
選
挙
は
、
立
候
補
表
明
が
４
人
の
情
勢

で
す
が
、
憲
法
に
も
と
づ
く
「
人
と
地
域
を
守

る
県
政
に
」
切
り
替
え
る
政
策
を
持
っ
て
い
る

の
は
津
川
と
も
ひ
さ
さ
ん
だ
け
で
す
。 

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
全
有
権
者
規

模
の
対
話
運
動
に
、
加
入
団
体
・
地
域
の
会
の

全
会
員
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
枠
を
打
ち
破
る
対
話
活
動
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
「
憲
法
県
政
の
会
」
は
、
ミ
ニ

リ
ー
フ
を
１
１
５
万
枚
、
袋
を
30
万
作
成
し
、

各
団
体
、
地
域
の
会
に
お
ろ
し
て
い
ま
す
。
各

団
体
の
構
成
員
に
１
人
10
セ
ッ
ト
・
20
セ
ッ
ト

と
届
け
、
知
人
、
友
人
に
渡
し
て
対
話
す
る
活

動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
袋
に
記
入
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

県
民
の
貴
重
な
声
・

要
求
で
す
。
コ
ピ
ー

し
て
県
政
の
会
事
務

所
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く

だ
さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
８
‐
５
１
２
‐

１
５
７
５
） 

 

津
川
代
表
幹
事
は
24

日
、
神
戸
女
学

院
大
学
名
誉
教
授
の
内
田
樹
さ
ん
と
懇
談

し
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
要
請
に
応
え
、

津
川
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。 

（うちだたつる）神戸女学院大学名誉教授。思想家・武道

家、多田塾甲南合気会師範。著書『日本辺境論』が大ベス

トセラー。武道と哲学のための学塾「凱風館」主宰。 

知事選挙投票日まで１ヵ月となりました。 

 会報№４の全県的な配布によって、連日のよう

に事務所への激励電話がかかるなど、津川代表幹

事の訴える「人と地域を守る県政」転換、憲法施

行７０年の年・憲法が輝く兵庫県政実現への共感

が広がっています。 

 告示日までに、すべての加入団体、地域の会

が、県民に直接支持を呼びかける対話・支持拡大

運動を一気に飛躍させ、大きな運動の高まりの中

で６月１５日を迎えましょう。 

 

 

津
川
代
表
幹
事
は
５
月
23
日
午
後
、
神

戸
元
町
大
丸
前
で
、
全
国
の
宗
教
者
の
支

援
を
受
け
て
街
頭
演
説
を
し
ま
し
た
。 

全国宗教者平和協議会の荒川理事長（真宗大谷派住

職）、キリスト教牧師など１０数人が、「安倍政権の戦

争する国づくりを許さないためにも、地方から安倍政治

ノーの声を、津川さんの勝利を」と訴え。 

 

５
月
30
日
、
全
労
連
の
小
田
川
義
和

議
長
が
２
度
目
の
応
援
に
来
神
。
神
戸

市
内
７
ヵ
所
で
訴
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

小
田
川
議
長
は
「
戦
争
法
」
に
加
え

た
改
憲
策
動
こ
そ
、
安
倍
政
治
の
国
政

私
物
化
の
狙
い
で
あ
る
と
喝
破
。
憲
法

を
守
る
地
方
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
強
調
し
ま
し
た
。 

全県結集！ 
６月１１日（日） 
三宮・元町大宣伝行動 
１２時～１２時４０分  

  三宮マルイ前  

  「医療を守れ総行動」 

  宣伝後大丸前までパレード 

１２時～１３時２０分  

  元町大丸前 

【主な弁士】 

 津川ともひさ代表幹事 

 住江憲勇 全国保団連会長 

 藤末衛 全日本民医連会長 
 

全県一斉宣伝で津川旋
風を！ 
６月 ６日（火） ７時～ ９時（１時間） 

６月１３日（火）１７時～１９時（１時間）  



 

 「兵庫県を変える」 第３１号 ２０１７年６月１日（２） 

ＴＶに出ていたコラムニス

トは＝最近の本で、平和憲

法は「根拠なき楽観」「妄

想的平和主義」と述べ、９

条を大切にする人を「九条

バカ」と呼んでいます。ま

た、日本国憲法は「国民に

役に立たない」「占領軍の

おねえちゃんで一週間」で

つくったとして「日本国憲

法の廃止」を求め、「日本

人だったら教育勅語と五箇

条の御誓文と、帝国憲法は

知らなきゃダメ」と戦前・

戦時の考え方を賛美してい

ます。 
 

元加西市長は＝当時「独断

専行」や「不正人事」を批

判され不信任、落選の経

歴。その後、全国各地で選

挙にでるもすべて落選。

「自治体の業務」を「民間

丸 投 げ」が 持 論 で す。で

は、地方自治は住民のため

に何をするのでしょうか？ 

関
心
高
め
よ
う
と
声
か
け
宣

伝
（
垂
水
区
の
会
） 

 

垂
水
の
会
は
27
日
、
学
習
を
兼

ね
た
決
起
集
会
を
開
催
し
、
民

商
、
新
婦
人
、
年
金
者
組
合
、
共

産
党
な
ど
各
分
野
か
ら
「
人
と
地

域
を
守
る
県
政
」
へ
の
転
換
、
憲

法
施
行
70
年
の
年
・
憲
法
が
輝
く

兵
庫
県
政
の
実
現
へ
の
熱
い
訴
え

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 

28
日
の
夕
方
宣
伝
で
は
「
が
ん

ば
っ
て
」
の
激
励
を
受
け
る
な
ど

会
報
の
受
け
取
り
も
よ
く
、
「
大

企
業
の
補
助
金
よ
り
も
保
育
所
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
の
声
を

か
け
る
こ
と
で
知
事
選
挙
へ
の
関

心
を
高
め
よ
う
と
工
夫
し
て
い
ま

す 

 

市
内
４
コ
ー
ス
で
自
動
車
パ

レ
ー
ド
（
伊
丹
の
会
） 

 

伊
丹
の
会
は
６
月
10
日
、
市
内

４
コ
ー
ス
で
自
動
車
パ
レ
ー
ド
を

行
い
、
「
津
川
と
も
ひ
さ
」
の
風

を
一
気
に
吹
か
せ
る
計
画
で
す
。

宣
伝
テ
ー
プ
を
流
す
と
と
も
に
、

24
ヵ
所
で
ス
ポ
ッ
ト
宣
伝
で
は
、

ス
カ
ー
フ
、
の
ぼ
り
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ
ー
を
前
面
に

会
報
も
配
布
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
伊
丹
の
会
の
提
起
を
受

け
、
新
婦
人
伊
丹
支
部
は
22
日
宣

伝
カ
ー
を
運
行
、
26
日
に
は
津
川

と
も
ひ
さ
代
表
幹
事
と
と
も
に
11

人
が
参
加
し
て
阪
急
伊
丹
駅
前
で

宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

決
起
集
会
に
向
け
24
ヵ
所
ス

ポ
ッ
ト
（
灘
区
の
会
） 

 

灘
区
の
会
は
26
日
夜
の
決
起
集

会
に
向
け
、
当
日
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
区
内
ロ
ン
グ
ラ
ン

ラ
リ
ー
に
取
り
組
み
24
ヵ
所
で
ス

ポ
ッ
ト
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

熱
気
あ
る
決
起
集
会
を
バ
ネ

に
、
２
日
の
幹
事
会
で
全
県
一
斉

宣
伝
、
対
話
運
動
の
強
化
な
ど
を

具
体
化
し
ま
す
。 

 

連
続
駅
頭
宣
伝
第
２
ラ
ウ
ン

ド
（
明
石
の
会
） 

 

明
石
の
会
は
22
日
か
ら
26
日
ま

で
、
第
２
ラ
ウ
ン
ド
の
連
続
駅
頭

宣
伝
に
取
り
組
み
約

70

人
が
参

加
。 

 

27
日
の
必
勝
演
説
会
に
は
３
０

０
人
が
参
加
し
、
田
中
耕
太
郎
代

表
幹
事
、
青
年
、
子
育
て
マ
マ
、

年
金
者
、
働
く
女
性
、
元
小
学
校

教
師
、
元
高
校
教
師
な
ど
、
多
彩

な
弁
士
が
津
川
必
勝
を
訴
え
ま
し

た
。 

 
 「

緊
急
連
絡
」
出
し
て
活
動

強
化
（
兵
庫
区
の
会
） 

兵
庫
区
の
会
は
〈
緊
急
連
絡
〉

を
発
し
、
「
県
政
の
会
」
の
方
針

を
伝
え
な
が
ら
、
区
の
会
と
し
て

の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

大
宣
伝
・
大
対
話
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
世
話
人
会
を
定
例
開

催
し
、
５
月
25
日
、
６
月
１
日
、

８
日
と
当
面
毎
週
木
曜
日
ご
と
の

独
自
の
大
宣
伝
を
遂
行
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
得
票
目
標
を
２
万
３
千

に
設
定
し
、
告
示
日
ま
で
に
、
前

回
得
票
の
１
万
４
千
人
に
、
電
話

も
含
め
て
声
を
か
け
き
ろ
う
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
目
標
を
や
り
き
る
た

め
に
も
、
「
ワ
ン
コ
イ
ン
袋
」

「
ミ
ニ
リ
ー
フ
」
を
渡
し
て
「
要

求
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
書
い
て
も
ら

い
、
募
金
を
訴
え
る
と
い
う
「
サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
の
行
動
も
大

胆
に
提
起
し
て
い
ま
す
。 
 

参
加
者
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
決

起
集
会
（
西
宮
の
会
） 

 

29
日
の
西
宮
の
決
起
集
会
は
、

70
人
を
こ
え
る
参
加
者
で
、
会
場

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

 

津
川
さ
ん
は
、
県
下
を
ま
わ
っ

て
「
地
域
が
壊
さ
れ
て
い
る
」
こ

と
へ
の
怒
り
を
県
民
と
共
有
し
て

勝
利
す
る
と
訴
え
ま
し
た
。
礒
見

県
会
議
員
が
県
政
報
告
し
、
年
金

者
組
合
・
新
婦
人
・
民
商
か
ら
決

意
表
明
。
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
で
決
意

を
か
た
め
ま
し
た
。 

   

 

「
県
政
紙
芝
居
」
で
対
話
推

進
（
新
婦
人
） 

新
日
本
婦
人
の
会
は
推
薦
決
議

運
動
を
強
め
、
現
在
18
支
部
88

班
95
小
組
か
ら
合
わ
せ
て
２
０
２

枚
の
推
薦
状
が
事
務
所
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

対
話
目
標
は
読
者×

25
人
で
、

運
動
推
進
の
た
め
「
県
政
紙
芝

居
」
を
使
っ
た
「
県
政
カ
フ
ェ
」

を
全
班
・
小
組
で
取
り
組
も
う
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 各
分
野
の
活
動 

○
民
医
連
・
保
険
医
協
会
は
６
月

11
日
を
医
療
デ
ー
と
位
置
づ
け
、

神
戸
三
宮
に
大
集
結
し
て
宣
伝

後
、
元
町
・
大
丸
前
の
行
動
に
合

流
し
ま
す
（
１
面
参
照
）
。 

○
兵
庫
労
連
は
、
６
月
４
日
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
参
加
を
得
て
大

宣
伝
行
動
で
す
。 

○
兵
商
連
は
、
６
月
７
日
全
商
連

の
太
田
会
長
を
迎
え
、
宣
伝
と
決

起
集
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

 津川さんと現職以外に２人が立候補を表明していますが… 

○「自分も平和大事だと思う」 

「会報を見たが『非核神戸』方式って何か」 

「核兵器をつんだ外国艦船が神戸港に入ることを許さない

制度です」 

「自分も平和は大事だと思っている。がんばって」 

○「全戸配布手伝いたい」 

「津川さんの活動を知った。会報の配布を手伝いたい」 

○「自分も原発再稼働反対の行動に参加した」 

「この人は、現知事に対抗する人か」 

「そうです。例えば今の知事は『（原発再稼働反対を）私

に迫られても手のうちようがない』という人です」 

「自分も１１日に原発再稼働反対の行動に参加した。応援

する」 


